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１ 部活動の意義

部活動は、生徒の自主的・自発的な参加により行われ、スポーツや文化芸術、科学等に親しみ、学習意欲の

向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものである。

生徒が将来にわたり、スポーツや文化芸術、科学等に継続して親しむことができる機会を確保し、多様な学

びの場である部活動等を持続可能な環境を地域で整え、生徒の健全な育成を図るものである。

２ 部活動の留意点

（１）学校教育の一環として、教育課程との関連が図れるように留意する。

（２）週休日に実施する部活動等は、学校教育の一環であり、学校教育との関連を図りながら、活動への参

加に関して生徒・教職員に過度の負担とならないように十分に配慮する。

３ これからの部活動の考え方

（１）学校における部活動等は学校教育の一環として行われ、我が国のスポーツや文化芸術、科学等の振興を

支えてきた。

（２）体力や技能・技術の向上を図る以外に、異年齢との交流の中で、生徒同士や教員または地域関係者等と

の人間関係の構築を図るとともに、自己肯定感を高めたりする等、教育的意義が大きく、生徒指導の観

点から見ても重要な役割を担ってきたいものである。

（３）他方で、「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編」において、部活動は、教育課程外の活

動であり、その設置・運営は法令上の義務として実施されるものではないことから、学校の判断により

実施しないこともあり、また、全ての生徒が一律に加入しなければならないものではなく、生徒の自主

的・自発的な参加により行われるものである旨が明記されている。

（４３）少子化の進展や社会・経済の変化等により、教育に関わる課題が複雑化・多様化し、学校や教員だけ

では解決することができない課題も増え、部活動に関しても従前同様の体制では維持が難しく、狛江市

においては学校や地域によっては存続の危機にある。今後り、生徒の活動機会をの確保するためには、

１学校が単独で運営する部活動に限らず、合同部活動や地域での多様な活動機会の確保等、学校と地域

が連携して支援していく必要がある。

（５４）将来においても、狛江市の生徒が各自のニーズに合ったスポーツ・文化芸術・･科学等の活動を行う

ことができ、生涯にわたってスポーツ・や文化芸術・科学等に親しむ基盤として、部活動等を持続可能

なものとするためには、部活動の在り方を学校と地域が共通理解したうえ上で、課題を共有し解決して

いく必要がある。

（６）部活動において、特定の生徒等に対して執拗かつ過度に肉体的・精神的負荷を与えることは教育的指導

とは言えず、生徒指導提要に記載のある、下記のような指導を行うことがないように、十分留意する。

この点、教員に限らず、部活動指導に関わる全ての指導者（外部指導員を含む）が遵守すること。

o 大声で怒鳴る、ものを叩く・投げる等の威圧的、感情的な言動で指導する。



o 児童生徒の言い分を聞かず、事実確認が不十分なまま思い込みで指導する。

o 組織的な対応を全く考慮せず、独断で指導する。

o 殊更に児童生徒の面前で叱責するなど等、児童生徒の尊厳やプライバシーを損なうような指導を

行う。

o 児童生徒が著しく不安感や圧迫感を感じる場所で指導する。

o 他の児童生徒に連帯責任を負わせることで、本人に必要以上の負担感や罪悪感を与える指導を行

う。

o 指導後に教室に一人にする、一人で帰らせる、保護者に連絡しない等など、適切なフォローを行

わない。

４ 指導体制等について

（１）顧問を複数・管理顧問を置くことができる出来る。

（２）管理顧問を置くことができる出来る。なお、管理顧問は、技術指導のできない場合に配置する他、事情

により日々の技術指導ではなく、大会参加の支援を行う等の顧問の補助を行う役割を果たす場合等に配

置することが想定されている。特に部活動指導員が主となる顧問を担う場合においては、主となる顧問

を支える教員として管理顧問を置くことが望ましい。（狛江市立中学校部活動指導等に関する実施要綱

要綱第２・３条）。

（３２）外部指導員を置くことができる（狛江市立中学校部活動指導等に関する実施要綱第４条）。

（４３）外部指導員は、顧問を担うことができる出来る部活動指導員と、技術指導員とに分けられる（狛江市

立中学校部活動指導等に関する実施要綱第４条の第３項）。

（５４）顧問・管理顧問・部活動指導員は、校長の学校経営方針に則り、部活動の管理・運営・引率等を行う。

（５）技術指導のできない管理顧問教員のいる部活動には技術指導員を置くことができる。

５ 適切な休養日等の設定

（１）学期中の休養日については、同一週内の平日のうち少なくとも２１日を休養日とすることを原則とする。

また、週休日については、原則として少なくとも１日以上を休養日とし、祝日は原則休養日とする。ま

た、特に平日は委員会活動等に参加する時間を確保できるよう、委員会活動等のある日は休養日にする

等の配慮が必要である。なお、ただし東京都中学校体育連盟主催の大会、あるいはそれに準ずる大会や

コンクールが開催される場合など等で集中的に活動時間を確保する週休日の２日とも活動することが

必要であると校長が認める場合は、休養日を他の日・週に振り替える等により、校長の裁量のもと、柔

軟な運用を可能ものとする。例えば、週休日両日が大会当日の場合や日曜日が大会当日で、土曜日に前

日練習を実施する場合などが考えられる。その場合においても、生徒に過度の負担とならないように活

動時間等へのを配慮が必要である。

（２）１日の活動時間は平日では１２時間 30 分半程度、学校の休業日（学期中の週休日を含む）は３時間程

度を目安とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。ただし、対外試合等

を行う場合の活動時間については、生徒の実態、部員の人数、競技の特性、相手チームの状況などを考

慮することが必要であるため、「一人当たりの競技を実施している時間」や「移動時間は活動時間に含

めない」など柔軟な捉え方をする。

（３）長期休業日中は、学期中の週休日休養日の設定に準じ、１日の活動時間は３時間程を目安とする。また、

活動日は、原則平日のみとし、同一週内の平日のうち少なくとも１日を休養日とする。また、た扱いを

行う。生徒が十分な休養をとることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができる



よう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン） を設ける。

（４）原則として、定期試験１週間前及び定期試験当日、学校閉庁日は活動を行わない。

（５）校長は、原則として、部活動の最終活動時間を 17 時 30 分とし最終下校時刻を定め、生徒の健康・安全

に十分配慮する。

（６）活動の場所の確保や、生徒の健康・安全に配慮する観点から、朝練習を行う場合は、７時 30分以降と

し、家庭・地域の状況、生徒の健康・安全に十分配慮し、教育課程に支障がないよう

にする。

６ 大会引率等について

（１）引率者は、各大会の要項に則り、安全管理・安全指導を行い、生徒を引率する。また、大会の要項にお

いて、保護者の引率を可能とする競技については、保護者の理解を得て、協力を得るようにする。

（２）市内大会や練習試合については管理顧問教員、顧問教員、部活動指導員または、校長から任命された所

属職員のいずれかが行う。

（２３）大会要項の趣旨を十分に理解の上、健康・・安全に配慮する。

（３４）練習試合においては保護者の理解を得て、過度な交通費等の経済的な負担が掛からないようにする。

７ 学校の部活動に係る活動方針

（１）校長は狛江市部活動ガイドラインに基づき、各部活動の休養日、活動時間等を定めた「学校の部活動に

係る活動方針」を策定し、教職員だけでなくに周知し保護者会や学校運営協議会等を活用し、保護者・

地域に広く共有・地域に公表する。

（２）校長は、定められた各部活動の休養日、活動時間を保護者・地域に公表し、運用を徹底する。

（３２）教員等の部活動顧問は、「学校の部活動に係る活動方針」に則り、各部活動の指導方針・指導計画を

作 成し、保護者会や学校運営協議会等を活用し、保護者・地域に広く共有・公表し、必要に応じ

て保護者・地域の協力を得るなど等、関係機関との連携を図る。

（４３）校長は「学校の部活動に係る活動方針」を定められた期日までに、狛江市教育委員会に提出する。

８ 外部指導員の研修について

（１）教育委員会及び校長は、部活動指導員に任用時及び定期的に不適切な指導やスポーツハラスメント等に

関する研修を行う。

（２）教育委員会及び校長は、必要に応じて顧問教員及び外部指導員に適宜、適切に研修を行う。

９ その他

（１）狛江市立中学校が設置する部活動等は、狛江市部活動ガイドラインに準じて実施する。

（２）教育委員会は、部活動に関する課題について協議する組織を編成する。


